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一
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
空
家
等
対
策
計
画
を
作
成
し
て
い
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
は
、
全
市
町
村
の
六
十
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
千
二
百
八
団
体
、
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
協
議
会
を
組
織
し
て
い
る
市
町
村
は
、
全
市
町
村
の
四
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
八
百
十
二
団
体
と
承
知
し

て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
法
施
行
後
に
お
け
る
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
空
家
等
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
空
家
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
措
置
を
実
施
し
た
件
数
は
、
同
日
ま
で
の
累
計
で
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
助
言
又
は
指
導
に
つ
い
て
は
一
万
九
千
二
十
九
件
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
勧
告
に
つ
い
て
は
千
三
百
五
十
一

件
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
つ
い
て
は
百
五
十
件
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
く
代
執
行
に
つ
い
て
は
六

十
九
件
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
く
代
執
行
に
つ
い
て
は
百
九
十
一
件
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
法
に
基
づ
き
、
多
く
の
市
町
村
に
お
い
て
積
極
的
に
空
き
家
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お



 

２ 

 

り
、
ま
ず
は
、
こ
う
し
た
市
町
村
に
お
け
る
法
の
施
行
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
行
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
同
条
第
十
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
「
「
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
」
に
関
す
る
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
の
改
正
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
空
き
家
対
策
の
よ
り
一
層
の
推
進
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
法
制
上
の
措
置
の
要
否
を
含
め
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

周
辺
に
通
学
路
が
あ
る
空
家
等
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
家
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
法
第
十

四
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
を
講
ず
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
「
「
特

定
空
家
等
」
が
現
に
も
た
ら
し
て
い
る
、
又
は
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
場
合
に
予
見
さ
れ
る
悪
影
響
の
範
囲
内
に
、
周
辺
の
建

築
物
や
通
行
人
等
が
存
在
し
、
又
は
通
行
し
得
て
被
害
を
受
け
る
状
況
に
あ
る
か
否
か
等
」
及
び
「
そ
の
悪
影
響
の
程
度
が

社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
る
か
否
か
、
ま
た
も
た
ら
さ
れ
る
危
険
等
に
つ
い
て
切
迫
性
が
高
い
か
否
か
等
」
に

よ
り
判
断
し
、
「
そ
の
際
の
判
断
基
準
は
一
律
と
す
る
必
要
は
な
」
い
と
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
に
通
学
路
が
あ
る
か
ど
う
か

を
含
め
、
当
該
空
家
等
の
状
態
及
び
当
該
空
家
等
の
存
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
と
考



 

３ 

 

え
て
い
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
財
産
権
に
対
す
る
制
約
を
伴
う
行
為
が
含
ま

れ
る
た
め
、
当
該
特
定
空
家
等
の
所
有
者
等
（
法
第
三
条
に
規
定
す
る
所
有
者
等
を
い
う
。
）
に
対
し
、
行
政
指
導
で
あ
る

助
言
又
は
指
導
及
び
勧
告
を
経
た
上
で
、
不
利
益
処
分
で
あ
る
命
令
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
簡
易
・
迅
速
な
手
続
」
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
法
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
、
特
定
空
家
等
と
は
、
「
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
又
は
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
、
適
切
な

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め

に
放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
空
家
等
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
蓋
然
性
を
考
慮

し
て
特
定
空
家
等
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
特
に
迅
速
に
対
処
す

る
必
要
」
が
生
じ
る
前
の
段
階
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
処
さ
れ
る
よ
う
促
し

て
ま
い
り
た
い
。 


